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サイジング



通常の仮想化案件と違う点

1. オーバーヘッドを忘れずに
• ハイパーコンバージドでは、構成した CPU や RAM が そのまますべてユーザー実効容量にはなりません

• 業務サーバーと管理サーバー同じクラスタに同居させるのが一般的で、その分の消費量をしてサイジングする必要があります

• また、各物理ノード に SDS コントローラーとなる VSA 仮想アプライアンスが稼働しており、それなりのリソースを奪います

– 参考） Nutanix の場合： 1 ノードあたり 8 コア、かつメモリ 16-32 GB

2. NIC のモデル選定は必要ありません
• 10GSFP+ か 10GBase-T かを選ぶ程度です * HC380 のみ

• 1G NICもお選びいただけますが、ボトルネックとなるためあくまで10G NICを推奨させて頂きます。

3. 簡易構成定価表でパーツを選択
• CTO 製品であるため 「システム構成図」 ではなく、「簡易構成定価表」 がサポートします
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サイジングの考え方



HC250 か？、 HC380 か？

まずは DL380 の強みを活かした 「HC380」 で検討してください
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Pros Cons

HC380

• 100V 対応、ファン活性交換できる

• 競合差別化しやすい

• 多種かつ大容量のパーツを搭載できる

• Disk ブロックを後から増設できる （8/15～）

• ソフトウェアライセンスが安くなりがち

• 2U/1N、大きい

• スマートなバックアップ方法に乏しい

• VMware Enterprise Plus が基本

• 保守が高い

• 小規模案件には適合しにくい

HC250

• 2U/4U、コンパクト

• スマートなバックアップ （RMC、8/15～）

• VMware Essentials 公式対応

• 保守が安くなりがち

• キャンペーンで最安構成

• 200V のみ、ファン活性交換できない

• 競合差別化しづらい

• パーツの搭載量に限りがある

• Disk の増設は StoreVirtual 追加になる

• 台数が増えがちなのでライセンスコストに影響

2016 年 8 月 1 日現在



管理サーバー、制御系のオーバーヘッド
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CPU 消費量 メモリ消費量 ディスク消費量

ストレージ制御 VM （VSA） 5 vCPU 8 GB 32 GB • ESXi ホスト 1 台あたり 1 個

Mgmt VM 4 vCPU 12 GB 70 GB • システム全体で 1 個

OneView VM 2 vCPU 10 GB 160 GB
• システム全体で 1 個
• HC380 のみ

OneView HC-UX VM 2 vCPU 10 GB 160 GB
• システム全体で 1 個
• HC380 のみ
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ストレージ実効容量のサイジング

※ 非公式ツールとなるため、あくまで参考値としてお使いください。(パートナー様
への展開も可能です。)

サイジング簡易化のため、

参考値としてお使いください

HC250 Storage Sizing - Capacity Storage 7.2TB
Block 
Size

Qty 
Servers

Raw 
Storage

Less Overhead 
of 215GB/Host, 
Less 1.2TB HW 

RAID/Host

Network Raid 
Overhead and 1 

Management VM 
(500GB)

Solution Sizing Storage  Type:(6 x 1.2TB HDD) TB TiB
Storage Block 
Size 7.2TB 7.2 4 28.8 23.14 11.03 10.04
Note: Disk Block is 6x1.2GB = 7.2TB (This does not account 
for HW RAID) 11.03 10.03

HC250、380 － 各構成のストレージ実行容量
• 「Hyper Converged Storage-Capacity Calcurator R2.0 .xlsx」を

ご参照ください。



IOPS サイジングについて

サイジング方法

• 「ConvergedSystems Sizer」 にて概算を算出ください

• IOPS 提出要件の多い VDI 案件については次のスライドも参考にしてください

正確な IOPS を出すのは難しい
• Nutanix / HPE HC250/380 に共通して、Adaptive Optimization といった

ブロックレベル Auto-Tiering を使用しているストレージは、正確な IOPS のサイジングを机上算出することができません
これは、データの格納場所 （SSD 領域 or  HDD+FBWC 領域） によって性能が大きく左右されてしまうためです

• 頻繁にアクセスするデータは SSD に置かれるため高い IOPS が得られますが、逆に HDD に回されてしまったデータは
IOPS が大きく低下してしまいます。 どちらに置かれるかについては完全に使い方 （ワークロード） 次第であり、
ブロックサイズや Read/Write 比率とは違う、「キャッシュヒット率」 といったアプリケーションの仕様情報が必要です

• 他社 SIer の提案を見る限り、SSD 領域の IOPS と HDD 領域の IOPS を合算して提出しているケースが多々見られます
この精度で良ければ ConvergedSystems Sizer で出力された数値を合算ください

8



（参考） IOPS 目安

HC380 / 4.9 WI 1 block × 1 node with VFRC >= 3,333 IOPS
• HC380 / 4.9 WI 1 block × 3 node with VFRC >=  10,000 IOPS
• HC380 / 4.9 WI 2 block × 2 node with VFRC >=  13,333 IOPS
• HC380 / 4.9 WI 2 block × 3 node with VFRC >=  20,000 IOPS
• HC380 / 4.9 WI 2 block × 4 node with VFRC >=  26,667 IOPS
• HC380 / 4.9 WI 2 block × 5 node with VFRC >=  33,333 IOPS

HC380 / 6.8 WI 1 block × 1 node  with VFRC >= 4,167 IOPS
• HC380 / 6.8 WI 1 block × 2 node  with VFRC >=    8,333 IOPS
• HC380 / 6.8 WI 1 block × 3 node  with VFRC >=  12,500 IOPS
• HC380 / 6.8 WI 1 block × 4 node  with VFRC >=  16,667 IOPS
• HC380 / 6.8 WI 2 block × 4 node  with VFRC >=  33,333 IOPS
• HC380 / 6.8 WI 2 block × 5 node  with VFRC >=  41,667 IOPS

9

暫定バージョン
予告なく差し替えることがあります

※ 本情報は参考情報です。提案時のエビデンス資料として活用することはできません



HPE ConvergedSystems Virtualization Sizing Tool (CISSS)

HPE CISSS で
「ConvergedSystems」
をインストールするだけ
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Sizer あります。

Servers系の各種Sizerを一括ダウンロードしたり、管理できる統合ツール
http://h20195.www2.hpe.com/v2/GetDocument.aspx?docname=4AA6-2732ENW

http://h20195.www2.hpe.com/v2/GetDocument.aspx?docname=4AA6-2732ENW


HPE ConvergedSystems Virtualization Sizing Tool
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Sizer あります。

① システム要件を入力 （スキップ可能） ② 入力した要件をもとに自動サイジング

IOPS の目安も表示



HPE ConvergedSystems Virtualization Sizing Tool

12

Sizer あります。

③ 型番リスト （BOM） を自動生成 ④ Word / PDF などにレポート出力できます
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構成の組み方と注意点



サーバー

HPE ProLiant DL380 Gen9 サーバー

• 最小構成台数： 2 ノード

• 1 ノード単位で追加増設可能

• 100V および 200V 両対応

プロセッサ

□ Xeon E5-2643 v4 3.4 GHz 2P / 12C
□ Xeon E5-2609 v4 1.7 GHz 2P / 16C
□ Xeon E5-2620 v4 2.1 GHz 2P / 16C
□ Xeon E5-2667 v4 3.2 GHz 2P / 16C
□ Xeon E5-2630L v4 1.8 GHz 2P / 20C
□ Xeon E5-2630 v4 2.2 GHz 2P / 20C
□ Xeon E5-2640 v4 2.4 GHz 2P / 20C
□ Xeon E5-2650 v4 2.2 GHz 2P / 24C
□ Xeon E5-2687 v4 3.0 GHz 2P / 24C
□ Xeon E5-2650L v4 1.7 GHz 2P / 28C
□ Xeon E5-2660 v4 2.0 GHz 2P / 28C
□ Xeon E5-2680 v4 2.4 GHz 2P / 28C
□ Xeon E5-2690 v4 2.6 GHz 2P / 28C
□ Xeon E5-2683 v4 2.1 GHz 2P / 32C
□ Xeon E5-2697 v4 2.6 GHz 2P / 32C
□ Xeon E5-2695 v4 2.1 GHz 2P / 36C
□ Xeon E5-2697 v4 2.3 GHz 2P / 36C
□ Xeon E5-2698 v4 2.2 GHz 2P / 40C
□ Xeon E5-2699 v4 2.2 GHz 2P / 44C

HPE Hyper Converged 380 for VMware vSphere
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メモリ

□ SmartMemory DDR4 - 128 GB
□ SmartMemory DDR4 - 256 GB
□ SmartMemory DDR4 - 384 GB
□ SmartMemory DDR4 - 512 GB
□ SmartMemory DDR4 - 768 GB
□ SmartMemory DDR4 - 1,024 GB
□ SmartMemory DDR4 - 1,536 GB

ストレージ

1 ノードあたり、下記ディスクセットを
最大 3 つまで選択可能。

□ HDD + 高性能 SSD 4.9 TB *
□ HDD + 高性能 SSD 6.8 TB *
□ HDD + SSD 3.4 TB *
□ HDD + SSD 4.9 TB *
□ HDD + SSD 6.8 TB *
□ HDD Only 4.2 TB *
□ HDD Only 6.3 TB *
□ HDD Only 8.4 TB *
□ ALL Flash 5.6 TB *
□ ALL Flash 13.4 TB *

ネットワーク

□ 1G   (RJ-45)
□ 10G (RJ-45) 搭載数には一定の

□ 10G (SFP+) 条件があります

*  記載の容量はローカル RAID を加味した数値です。実際にはこれに加えて、Network RAID によるミラーを考慮する必要がありますは 2016 年 9 月より対応

v3 CPUも対応中



サーバー
HPE ProLiant XL170r Gen9 サーバー

• 最小構成台数： 2 ノード 1 ノード単位で追加増設可能

プロセッサ
□ Xeon E5-2640 v4  2.4 GHz  2P/20C [ 80 cores ]
□ Xeon E5-2680 v4 2.4 GHz  2P/28C [ 112 cores ]

メモリ

□ HPE SmartMemory DDR4 - 128 GB [ 512 GB ]
□ HPE SmartMemory DDR4 - 256 GB [ 1,024 GB ]
□ HPE SmartMemory DDR4 - 512 GB [ 2,048 GB ]

ストレージ

□ 4GB FBWC + All HDD [ 実効容量: 約 11.5 TB ]
□ 4GB FBWC + SSD 480GB + HDD [ 実効容量: 約 7.5 TB ]
□ 4GB FBWC + SSD 960GB + HDD [ 実効容量: 約 8.3 TB ]
□ 4GB FBWC + All SSD [ 実効容量: 約 15.5 TB ]

ネットワーク
□ 1G RJ-45 × 4-port [ 16 Gbps ]
□ 10G SFP+ × 2-port [ 80 Gbps ]

ハイパーバイザー
□ VMware vSphere 5.5 U2
□ VMware vSphere 6.0 U1

HPE Hyper Converged 250 for VMware vSphere
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[ ]  は 1 シャーシフル搭載 （4 サーバー）での総容量は 2016 年 9 月より対応

v3 CPUも対応中



サーバー
HPE ProLiant XL170r Gen9 サーバー

• 最小構成台数： 3 ノード 1 ノード単位で追加増設可能

プロセッサ
□ Xeon E5-2640 v4 2.4 GHz  2P/20C [ 80 cores ]
□ Xeon E5-2680 v4 2.4 GHz  2P/28C [ 112 cores ]

メモリ

□ HPE SmartMemory DDR4 - 128 GB [ 512 GB ]
□ HPE SmartMemory DDR4 - 256 GB [ 1,024 GB ]
□ HPE SmartMemory DDR4 - 512 GB [ 2,048 GB ]

ストレージ

□ 4GB Cache + All HDD [ 実効容量: 約 11.5 TB ]
□ 4GB Cache + SSD 480GB + HDD [ 実効容量: 約 7.5 TB ]
□ 4GB Cache + SSD 960GB + HDD [ 実効容量: 約 8.3 TB ]
□ 4GB Cache + All SSD [ 実効容量: 約 15.5 TB ]

ネットワーク
□ 1G RJ-45 × 4-port [ 16 Gbps ]
□ 10G SFP+ × 2-port [ 80 Gbps ]

プリインストール
ソフトウェア

HPE HC250 for Microsoft CPS software kit
• Microsoft Cloud Platform System Standard 完全準拠*

HPE Hyper Converged 250 for Microsoft CPS
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[ ]  は 1 シャーシフル搭載 （4 サーバー）での総容量は 2016 年 7 月より対応

* Windows Server 2012 R2 および System Center のライセンスが別途必要です



簡易構成定価表がサポートしてくれます

17

http://h50146.www5.hpe.com/products/servers/proliant/partners.html

http://h50146.www5.hpe.com/products/servers/proliant/partners.html


対向ネットワークスイッチの要件

10G 対応が基本
• 1G モデルも用意されているが、

ストレージ帯域がボトルネックになってしまう

• 特に Hybrid や All Flash などで
SSD のパワーをフルに発揮できない

ダウンリンクポートの機能要件
• STP は不要

• LAG は使わない （除く： サービス LAN 専用 NIC）

• tagged VLAN の利用を推奨 （後述）

• IPv6 multicast 必須 （後述）
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他社スイッチの利用
• 特に問題ない

– HPE スイッチにしておけば、ワンストップサポート対象
であるほか、10G DAC の利用も可能

サービス用と管理用で完全分離は難しい
• 10G 側に一部の管理トラフィックが流れてしまうため

• 管理用・iLO 用といったようにスイッチを別に用意す
るのではなく、1 式のスイッチを VLAN 分割して
運用していく方が好ましい



HPE スイッチの場合

おすすめモデル

HPE 5700-32XGT-8XG-2QSGFP+
• 10Gbase-T と 10GSFP+ の両対応

– HC380 の場合は 10GBase-T ポートに接続

– HC250 の場合は 10GSFP+ ポートに接続

– iLO などの 1G ポートは 10GBase-T に収容できる

• ポートが不足した場合、5700 の他モデルを増設できるため便利

– 10GSFP+ が不足したら -40XG モデルを増設、など

HPE 5700-48G-4XG
• 4 ノード以下の場合

– 安価ながら 10G と iLO からの 1G も統合でき、使いやすい
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アップリンクスイッチ

HPE 5700-32XGT-8XG-2QSGFP+

HPE 5700-32XGT-
8XG-2QSGFP+

HPE 5700-32XGT-
8XG-2QSGFP+

HPE 5700-40XG-2QSGFP+

IRF



他社製スイッチの利用

特に問題はない
• HPE スイッチにしておけば、障害切り分けを含めたワンストップサポートの対象となるが、

Cisco や Brocade などの他社製スイッチも OK
• DAC ケーブルには動作互換があるため、10Gbase-SR や 10GBase-T の利用を推奨

技術要件
• 現行の 10G スイッチで下記要件に非対応の機種はない

– IEEE 802.1Q (VLAN tagging)
– IPv6 multicast

DAC ケーブル互換性

• HC250 / HC380 の 10GSFP+ NIC には Intel 社製チップ搭載の 「HPE 560FLR-SFP+」 が採用されている

– 利用したい DAC ケーブルが上記 NIC 型番の認定を取れていれば OK
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アップリンクスイッチ



HC380 / HC250 共通 ①

同一クラスタ間では同じ構成を強く推奨
• 安定性への問題や、ストレージなどは最も小さいノードの容量に切り捨てられてしまう

• Xeon E5-v3 + Xeon E5-v4 などの止むを得ない同居は OK

ストレージは原則 Hybrid モデルを選択する
• HPE 特長の All HDD ですが、SSD 混在タイプと比べると性能差が大きく、アーカイブ用途以外ではお勧めしません

• 価格はほとんど変わりません

NIC 増設
• 現時点において、HC380 / 250 全モデルとも NIC の増設はできません

• 10G NIC については 2-ports のみです （HC380 for Cloud を除く）
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構成時の注意点



HC380 / HC250 共通 ②

OEM vSphere
• 価格メリットやワンストップサポートの強みを活かすために vSphere ライセンスは OEM 版で手配いただくことを推奨しますが、

ELA 契約や Retail 版、既存でライセンスをお持ちのお客様は、そちらのライセンスを利用いただいて構いません

• vSOM などスイート型ライセンスをアタッチしたい場合は、手配方法が通常と異なる場合があります

OEM Windows は BTO で手配
• 現時点においては HC250/380 は CTO で手配、Windows は BTO となります

• for Microsoft CPS 版は System Center 製品が OEM されていない関係で、すべて VL で手配いただく必要があります

• Mgmt VM で利用する WS2012 は HC 本体にライセンスがバンドルされており、手配不要です

内蔵 vCenter Server 用の SQL Server
• 20 ノード ・ 200 VMs までの規模であれば、内蔵の vPostgres DB で対応します

• これ以上の規模の場合は、SQL Server コアライセンス版を別途手配するか、VCSA をご利用ください
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構成時の注意点 （Cont.）



HC380 / HC250 共通 ③

FE ではなく 「スタートアップサービス」
• 「ケーブリングはほぼ不要」 「現地でないと OVIO を実行きない」 という理由より、FE は設定されていません

• FE の代わりに現地オンサイト作業 （スタートアップサービス） が用意されています
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構成時の注意点 （Cont.）



HC380 特有の注意点

HC380 のストレージは 8 本セット （ブロック） で装填・増強
• 2016/8/15 より、ディスクブロックのみの増設が可能になる予定です

• 1 ブロック目は P440ar/2GB が、2・3 ブロックは P840/4GB に接続されます

• RAID コントローラーの増設はユーザー様では困難ですので、P840/4GB は最初から搭載されています

for VDI 専用の SSD アクセラレーターは追加を強く推奨します
• 1 ノードあたり定価 20 万円で Read 性能が大幅に向上します

• Enterprise Plus エディションの vSphere Flash Read Cache テクノロジーを利用しています

for Cloud は様々な点で異なる
• 10G NIC が 3 枚 （6-ports） 構成になっています

• CloudSystem 9 ライセンスの購入が必須となります

• Mgmt VM 上には OVIO のほかに 「CloudSystem InstantOn for HC380」 もプリインストールされています
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構成時の注意点 （Cont.）



HC250 特有の注意点

VMware vSphere の全エディションを利用可能
• Enterprise Plus はもちろんのこと、ROBO / Essentials Plus / Standard などすべての vSphere エディションを利用可能です

1 ノード増設について
• 1 ノード単位で増設可能です

• 例外として HC250 シャーシがフル搭載時に （4, 8, 12, 16 ノード） 、1 ノードだけ増設することはできませんのでご注意ください

• 「既存 4 + 増設 1」 はできませんが、 「既存 3 + 増設 2」 は可能です

HC250 のストレージは増強不可
• 元々 1 サーバーあたり 6 スロットしかなく、 6 本セット （ブロック） で構成します
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構成時の注意点 （Cont.）



参考文献

製品ドキュメント

HC380
– http://h20566.www2.hpe.com/portal/site/hpsc/public/psi/manualsResults?sp4ts.oid=1008591219

HC250 for VMware vSphere
– http://h20566.www2.hpe.com/portal/site/hpsc/public/psi/manualsResults?sp4ts.oid=1008622496
– http://www.hpe.com/info/storevirtualcompatibility

HC250 for Microsoft CPS
– http://h20566.www2.hpe.com/portal/site/hpsc/public/psi/manualsResults?sp4ts.oid=1008873539
– http://www.hpe.com/info/storevirtualcompatibility

※ 翻訳のタイミングによって、英語版の方が内容が新しい可能性があります
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http://h20566.www2.hpe.com/portal/site/hpsc/public/psi/manualsResults?sp4ts.oid=1008591219
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Thank you


	なるほどセミナー�HPE Hyper Converged�- サイジング・構成の組み方編
	Contents
	サイジング
	サイジングの考え方
	HC250 か？、 HC380 か？
	管理サーバー、制御系のオーバーヘッド
	ストレージ実効容量のサイジング
	IOPS サイジングについて
	（参考）  IOPS 目安
	Sizer あります。
	Sizer あります。
	Sizer あります。
	構成の組み方と注意点
	HPE Hyper Converged 380 for VMware vSphere
	HPE Hyper Converged 250 for VMware vSphere
	HPE Hyper Converged 250 for Microsoft CPS
	簡易構成定価表がサポートしてくれます
	対向ネットワークスイッチの要件
	アップリンクスイッチ
	アップリンクスイッチ
	構成時の注意点
	構成時の注意点 （Cont.）
	構成時の注意点 （Cont.）
	構成時の注意点 （Cont.）
	構成時の注意点 （Cont.）
	参考文献
	Thank you

